
５．本時の学習指導
（１）本時のねらい
三角形の面積は、平行四辺形や長方形に倍積変形したり、等積変形したりして、既習の求積公式を用
いれば求められることが分かる。

６／１１時間（２）本時の展開（ひらめきコース）

児童の学習活動 ●評価＆○指導・援助過程 学習集団

全体 ○三角形ＡＢＣの図を掲示す１．問題を提示する。
つ る。
か 三角形の面積を求めま
む しょう。

○始めの考えをノートに書く。 個人 ○既習の平行四辺形の面積の
・長方形や平行四辺形に変形して考える。 求め方を想起させる。

・学習の足跡が分かる掲示物
２．本時の課題を確認する。

三角形の面積を工夫して求めましょう。

個人 ○三角形を既習のどの形に変３．自分の考えづくりをする。
考 ○三角形の原寸大プリントを数枚ずつ配布し、自由に考えさ 形させるか見通しを持たせ
え せる。 る。
を ・三角形の原寸大プリント・Ａの考え方
持 平行四辺形に倍積変形する
つ 式…８×４÷２＝１６(�) ○個別指導をする。

【ヒントコーナー】
・ノートパソコン各班１台
（尼崎コンテンツ研究会のフ・Ｂの考え方

長方形に倍積変形する ラッシュ利用）
式…４×８÷２＝１６(�)

み ●三角形を平行四辺形や長方
つ 形に変形することができる。

・Ｃの考え方け
る 長方形に等積変形する

式…２×８＝１６(�)
●既習の求積公式を用いて、
三角形の面積を求めることが
できる。・その他の考え方

平行四辺形に等積変形する
式…８×２＝１６(�) ○できるだけ多くの求め方を

考えさせる。
全体４．全体で意見交流する。

確 ・平行四辺形や長方形に変形すると求められる。
か ・４つの考え方は、どれも同じ面積になる。
に ○どの考え方も認め合う。
５．本時のまとめをする。す

る ○教育用コンテンツ（さんす
三角形の面積は、平行四辺形や長方形に変形すると求めら うワールド）を利用し、プロ
れる。 ジェクターで説明させる。

個人 ○時間に余裕があれば練習問６．練習問題をする。
式…６×２＝１２(�) 題をする。

個人７．本時の学習をふり返り、ノートに自
○次時は、三角形の面積の公己評価を書く （次時の学習を知る ）。 。
式を考えることを知らせる。


